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海辺の町三瓶で、短歌から
詩の道へ歩み出す

■ 第 1展示室

■駐車場：普通車 約100台、大型バス駐車可
＜アクセス＞
◆お車の場合
　松山自動車道 松山 IC から国道 33 号利用
　所要時間：10 分～ 15 分
◆松山市駅からの場合
　伊予鉄道路線バス（砥部線（大街道経由））
　「断層口」または「大岩橋」行き
　【砥部焼伝統産業会館前】下車
　所要時間：約 50 分

常設展「坂村真民の詩の世界」

■ 第 2展示室
「三瓶時代の坂村真民～『六魚庵天国』の世界～」
坂村真民が昭和 21 年 5 月から 4 年間過ごした三瓶町での、切なくも愛情あふれる
家族の生活を詠った詩を集めた第一詩集「六魚庵天国」（昭和 26 年 4月発行）から、
代表的な詩を 7～ 8 篇取り出し、その詩が生まれてきた背景や、真民と三瓶町の人々
との交流の様子などを解説・展示します。

これまで未展示の作品を中心に新たな真民詩の詩墨作品を展示します。

▲昭和 24 年秋に三瓶の家の前で

坂村真民は、昭和21年5月家族を伴って、

朝鮮から引き揚げて住んでいた熊本の母

の家から、愛媛の三瓶町に移ってきた。

「蒼穹」同人の佐伯秀雄が、三瓶の山下第

二高等女学校の校長をしていた縁で、こ

の学校の設立の趣旨に心動かされ、教員

としてやってきたのである。今回の展示で

は、やさしく明るい三瓶の人 と々の交流を

通して、貧しいながらも精一杯生きようと

した、坂村真民の生き様とそこから生ま

れてきた詩の数々を紹介します。坂村真

民は、悩み苦しんだ時にはいつも、「六魚

庵天国」の時代を思い返しては、自分自身

を奮い立たせていました。

また、第1展示室では新たな詩墨作品約

40点を展示します。
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